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　　The purpose of this study was to investigate and examine the introduction and effects of ICT 
in physical education classes and athletic club activities.  The subjects were 52 junior high or 
high school teachers.  As a result, the following became clear.  (1) 78.8% of the total used ICT in 
health and physical education classes.  However, the utilization of ICT in physical education was 
lower than all subjects.  (2) Regarding the utilization of ICT in athletic club activities, 59.6% of 
the total utilized ICT.  On the other hand, the utilization of ICT was higher than in health and 
physical education classes.
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１．緒　　言
　現在、ICT（information and communication tech-
nology）を用いた教育は教科を問わず、様々な授
業で取り組まれている。文部科学省においても初
等・中等・高等教育の授業にも積極的に取り入れ
ていくことを推進している。平成 20 年及び 21 年
の小中高等学校の学習指導要領では、学校におい
て教育の情報化の一層の充実を図るとされた。さ
らに、平成 29 年に告示された小中学校の学習指
導要領解説の各教科等においても随所に ICT 活
用が例示されている。これらは、1）学習指導の
準備と評価のための教員による ICT 活用、2）授
業での教員による ICT 活用、3）児童生徒による
ICT 活用の 3 つに分けられる。平成 17 年度及び
18 年度に文部科学省委託事業により実施した
Abstract
―　　―29
育英大学研究紀要　第 2 号　（2020 年 3 月）
1）育英短期大学保育学科
2）育英大学教育学部教育学科児童教育専攻
3）育英大学教育学部教育学科スポーツ教育専攻
4）育英短期大学現代コミュニケーション学科
「ICT を活用した指導の効果の調査」において全
国で実施された 752 件の検証授業を分析評価した
結果では、ICT を活用して授業を実施した教員の
98.0％が「関心・意欲・態度」の観点において効
果を認めていた。それ以外の観点（知識・理解、
思考・判断、表現・技能・処理）や ICT 活用に
よって児童生徒が集中して取り組めるようになる
ことや児童生徒が楽しく学習できるようになるこ
となどについても、多くの教員が効果を認めてい
た。また、児童生徒に関する調査によれば、学習
に対する積極性や意欲、学習の達成感などすべて
の項目について ICT を活用した授業の場合の方
が評価は高かったことが明らかとなっている。
　現在、初等教育の体育授業や中等教育の保健体
育の授業においても講義や実技など様々な場面で
児童生徒の関心や意欲を高めるため、ICT を用い
た授業が展開されている。体育実技では自分の動
きを客観的に確認することを目的とし、ビデオカ
メラ、スマートフォンやタブレットなど撮影機器
を用いて撮影・閲覧し、正しい動きを即時に確認、
理解、修正することが可能である。また、電子黒
板を活用して撮影した映像をもとにフィードバッ
クすることにより、効率的な技能の習得に影響を
与えている。体育実技の競技の中でも「クローズ
ドスポーツ」は外的要因に左右されない状況下で
発揮される技能で陸上、水泳、体操などが分類さ
れ、ICT を用いた動作分析やフィードバックに適
している競技である。特に陸上競技は動きよりも
タイムや距離に関心が集まるため、運動自体に注
目することが少なく、多様な視点で運動がとらえ
られるため、ICT の導入には適合する競技と考え
られる。
　本研究は群馬県内の中学校、高等学校の陸上競
技の授業を展開している教員を対象にアンケート
調査を実施し、保健体育授業及び運動部活動にお
ける ICT 活用実態の把握、ICT を用いた授業及
び運動部活動の効果、また、今後の ICT に関す
るニーズを調査し、保健体育授業における中等、
高等教育での ICT 活用方法について検討するこ
とを目的とする。
２．方　　法
2.1　調査対象及び調査期間
　調査対象者は、調査協力を得られた群馬県内の
中学校、高等学校の陸上競技の授業を展開してい
る中学校教諭免許状（保健体育）あるいは高等学
校教諭免許状（保健体育）を有する保健体育科教
員 52 名［中学校 1 名、高等学校 51 名、男性 41 名、
女性 11 名、平均年齢 39.24 歳、教職経験年数幅（1
年―36 年間以上）］であった。調査期間は、2019
年 5 月から 8 月であった。
2.2　倫理的配慮
　調査協力を得られた対象者へは、事前に調査の
目的及び内容、方法について十分に説明をし、了
解を得た。また、調査は任意で行われ、調査途中
でも参加及び調査後においても辞退できること、
個人情報は、保護され厳密に管理されデータ分析
後は適正に処理することを書面及び口頭で説明し、
了解を得て実施した。
2.3　調査方法
　調査は、ICT 活用指導力の指標として文科省
（2007）が作成した質問紙「ICT 活用指導力チェッ
クリスト」及び森山ら（2018）の作成した「ICT
活用に関するアンケート」を基に若干変更し、授
業用の質問項目を設定した。また、部活動用の質
問項目は、「ICT 活用指導力チェックリスト」を
援用し、筆者らが新たに設定した。授業用の質問
項目は、「A 教材研究・指導の準備・評価などに
ICT を活用する能力」、「B 体育授業で ICT を活
用して指導する能力」、「C 体育授業で生徒の ICT
活用を指導する能力」、「D 体育授業を通して情
報モラルなどを指導する能力」、「E 校務に ICT
を活用する能力」の 5 分野 18 項目であった。部
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活動用の質問項目は、「A 指導の準備・選手の状
態の記録などに ICT を活用する能力」、「B 運動
部活動の練習で ICT を活用して指導する能力」、
「C 運動部活動の練習で選手の ICT 活用を指導す
る能力」、「D 運動部活動を通して情報モラルな
どを指導する能力」、「E チーム運営に ICT を活
用する能力」の 5 分野 18 項目であった。回答の
選択肢は、「全然あてはまらない（1 点）」、「少し
あてはまる（2 点）」、「あてはまる（3 点）」、「よ
くあてはまる（4 点）」の 4 件法で設定した。こ
れらの質問項目以外に、教職経験年数、担当部活
動、授業や部活動における ICT の活用経験を問
う選択肢あるいは自由記述を設定した（資料 1）。
３．結果及び考察
3.1　体育授業における ICT 使用について調査
　分析は、有効な回答が得られた 52 名を対象と
した。分析対象者の教職経験年数は、は 1―5 年が
29.4％（14 名 ）、6―10 年 21.6％（11 名 ）、11―15
年 9.8％（5 名）、16―20 年が 9.8％（5 名）、21―25
年が 3.8％（2 名）、26―30 年が 9.8％（5 名）、31―
35 年が 11.8％（6 名）、36 年以上が 3.9％（2 名）
であった。また、体育授業における ICT の活用
経験の調査の結果を表 1 に示した。ICT の活用し
た経験のあるものは、41 名で全体の 78.8％であっ
た。具体的には「授業の準備で活用」が 36.5％（19
名）、「授業で活用」が 61.5％（32 名）、「評価で
活用」が 36.5％（19 名）、「その他の場面で活用」
が 9.6％（5 名）、であった。一方、ICT を「活用
していない」は、21.2％（11 名）であった。この
結果から、およそ 8 割近くが、ICT を体育授業で
活用している。本研究の対象者は、そのほとんど
高等学校の教員であったが森山ら（2018）の中学
校の保健体育科の調査結果と同様の傾向を示した。
教科によっては、ICT の活用率が 6 割程度の教科
も報告されていることから、他教科に比べ、ICT
を活用できる教科であることが本研究からも考え
られる。
3.1.1　体育授業における ICT 機器使用の割合
　ICT 活用経験者がどのような機器を使用したか
について調査した結果を表 1 に示した。最も多い
使用頻度であった機器が、ノートパソコンで
58.5％（24）、続いてスマートフォン 41.5％（17）、
タ ブ レ ッ ト 端 末 39.0％（16）、 ビ デ オ カ メ ラ
34.1％（14）、デスクトップパソコン 22.0％（9）、
デジタルカメラ 12.2％（5）、電子黒板 2.4％（1）
の順となった。IC レコーダーは、誰も使用して
いなかった。
3.1.2　体育授業における ICT 機器使用場面及び
使用した学習形態の割合
　ICT 機器の使用場面及び使用した学習形態の結
果を表 2 及び表 3 に示した。ICT 機器を使用した
場面での割合が高かったのは、「導入場面」及び
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表１　体育授業における ICT 機器使用割合
（ICT 活用者41名）　　　　　　
ICT 機器 割合 頻度
ノートパソコン 58.5％ 24
スマートフォン 41.5％ 17
タブレット端末 39.0％ 16
ビデオカメラ 34.1％ 14
デスクトップパソコン 22.0％ 9
デジタルカメラ 12.2％ 5
電子黒板 2.4％ 1
IC レコーダー 0.0％ 0
表２　体育授業における ICT 機器使用場面の割合
（ICT 活用者41名）　　　　　　　　　
ICT 機器 割合 頻度
導入場面 43.9％ 18
展開場面 43.9％ 18
まとめ場面 24.4％ 10
表３　体育授業における ICT 機器使用学習形態の割合
（ICT 活用者41名） 　　　　　　　　　　
ICT 機器学習形態 割合 頻度
一斉指導 34.1％ 14
グループ学習 31.7％ 13
個別学習 9.8％ 4
「展開場面」でどちらも、43.9％（18）で半数弱
が使用していた。一方、「まとめの場面」では、
24.4％（10）とほかの場面に比べて、小さかった。
この結果も、森山ら（2018）の中学校の保健体育
科の調査結果と同様の傾向を示した。やはり、高
等学校においても、保健体育の授業においては、
授業の導入や展開の場面で ICT 機器が使用しや
すいことが考えられる。ICT を使用した学習形態
の割合が高かったのは、「一斉学習場面」で
34.1％（14）、続いて「グループ学習」で 31.7％（13）
であった。「個別学習」は、9.8％（4）で割合であっ
た。ICT 機器の数や利用の仕方をみると、ノート
パソコンやタブレット端末など授業の中で数が限
られ、数台を使用している状況が考えられる。そ
のため、一斉学習やグループ学習での使用の割合
が高くなっている要因の一つと考えられる。
3.1.3　体育授業における ICT 機器を使用しない
理由及び意欲の割合
　体育授業において ICT 機器を使用しない理由
及び使用する意欲につていの調査結果を表 4 及び
表 5 に示した。その結果、利用しない理由として
割合が高かったのは、「機器の使い方がわからな
い」で 27.3％（3）、続いて、「機器の活用方法が
わからない」及び「適した機器がない」で 18.2％
（2）であった。体育授業において ICT 機器を使
用する意欲に関しては、「とても思う」及び「少
し思う」を合わせると、63.7％（7）で半数以上
が意欲を示す結果となった。以上のことから、
ICT 機器の操作や準備の仕方及びその利用方法な
どを理解する機会や時間も設定し、共通理解を図
ることで ICT を利用しようと意欲を示す教員が
ICT 機器を利用していく可能性があることが考え
られる。
3.1.4　体育授業における ICT 活用能力
　体育授業における ICT 活用能力の結果を表 6
に示した。「A 教材研究・指導の準備・評価など
に ICT を活用する能力」について、「よくあては
まる（4 点）」及び「あてはまる（3 点）」を合計
した割合は、4 項目で 25.5％から 61.5％で、平均
は 49.9％であった。それに対して、文部科学省委
託事業「ICT 活用指導力調査項目の改善に向けた
調 査 研 究 」（2017） の 結 果 で は、78.7％ か ら
91.0％で、平均 84.4％であった。この調査は、教
科別ではなく、全教科を対象としたランダムサン
プリングであった。このことから、保健体育は、
全教科の調査結果と比べると活用の割合が低い結
果となった。
　次に、「B 体育授業で ICT を活用して指導する
能力」について、「よくあてはまる（4 点）」及び
「あてはまる（3 点）」を合計した割合は、4 項目
で 44.3％から 49.0％で、平均は 45.4％であった。
それに対して、文部科学省委託事業「ICT 活用指
導力調査項目の改善に向けた調査研究」（2017）
の結果は、68.4％から 73.7％で、平均 71.7％であっ
た。「A 教材研究・指導の準備・評価などに ICT
を活用する能力」と同様、保健体育は、全教科の
調査結果と比べるとその活用の割合が低い結果と
なった。
　次に、「C 体育授業で生徒の ICT 活用を指導す
る能力」について、「よくあてはまる（4 点）」及
び「あてはまる（3 点）」を合計した割合は、4 項
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表４　体育授業における ICT 機器使用しない理由の割合
（ICT 非活用者11名） 　　　　　　　　　　
ICT 機器 割合 頻度
機器の使い方が分からない 27.3％ 3
機器の活用方法が分からない 18.2％ 2
適した機器がない 18.2％ 2
効果が感じられない 9.1％ 1
機器を購入する予算がない 0.0％ 0
表５　体育授業における ICT 機器使用意欲の割合
（ICT 非活用者11名）　　　　　　　　
ICT 機器 割合 頻度
とても思う 18.2％ 2
少し思う 45.5％ 5
あまり思わない 27.3％ 3
まったく思わない 9.1％ 1
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表６　体育授業における質問項目と回答結果
調査分野 質　問　項　目 全然あてはまらない
少しあて
はまる
あて
はまる
よくあて
はまる 平均
標準
偏差
A　教材研
究・指導
の 準 備・
評価など
に I C T
を活用す
る能力
A―1．体育授業の教育効果をあげるために、どの場面にど
のようにして ICT を活用すればよいかを計画すること
ができる
13.7％ 60.8％ 19.6％ 5.88％ 2.18 0.74
A―2．体育授業で使う教材や資料などを集めるために ICT
を活用することができる 11.8％ 29.4％ 29.4％ 29.4％ 2.76 1.01
A―3．体育授業に必要なプリントや資料を作成するために、
ICT を活用することができる 9.62％ 28.8％ 28.8％ 32.7％ 2.85 1.00
A―4．ICT を活用して生徒の技能・学習状況・成績等を管
理し集計することができる 17.3％ 28.8％ 28.8％ 25％ 2.62 1.05
B　体育授
業で ICT
を活用し
て指導す
る能力
B―1．体育授業で学習に対する生徒の興味・関心を高める
ために ICT を活用して資料等を効果的に提示すること
ができる
21.2％ 34.6％ 28.8％ 15.4％ 2.38 0.99
B―2．体育授業で生徒一人一人に課題意識をもたせるため
に、ICT を活用して資料等を効果的に提示することがで
きる
23.1％ 34.6％ 30.8％ 11.5％ 2.31 0.96
B―3．体育授業でわかりやすく説明したり、生徒の思考や
理解を深めさせたりするために ICT を活用することが
できる
19.6％ 31.4％ 37.3％ 11.8％ 2.41 0.94
B―4．体育授業で学習内容をまとめる際に生徒の知識や技
能の定着を図るために、ICT を活用して資料等を効果的
に提示することができる
26.9％ 26.9％ 34.6％ 11.5％ 2.31 1.00
C　体育授
業で生徒
の I C T
活用を指
導する能
力
C―1．体育授業で、生徒が ICT を活用して情報の収集・選
択ができるように指導することができる 44.2％ 32.7％ 17.3％ 5.77％ 1.85 0.92
C―2．体育授業で、生徒が ICT を活用して自分の考えを文
章にまとめられるように指導することができる 46.2％ 36.5％ 13.5％ 3.85％ 1.75 0.84
C―3．体育授業で、生徒が ICT を活用して技能のポイント
等を説明できるように指導することができる 40.4％ 32.7％ 21.2％ 5.77％ 1.92 0.93
C―4．体育授業で、生徒が ICT を活用して繰り返し学習し
たり練習したりして知識の定着や技能の習熟を図れるよ
うに指導することができる
39.2％ 35.3％ 19.6％ 5.88％ 1.92 0.91
D　体育授
業を通し
て情報モ
ラルなど
を指導す
る能力
D―1．体育授業を通して、生徒が情報社会への参画にあたっ
て責任ある態度と義務を果たし、情報に関する自分や他
者の権利を理解し尊重できるように指導することができ
る
26.9％ 44.2％ 19.2％ 9.62％ 2.12 0.92
D―2．体育授業を通して、生徒が情報の保護や取扱に関す
る基本的ルールや法律の内容を理解し、反社会的な行為
や違法な行為などに対して適切に判断し行動できるよう
に指導することができる
25％ 42.3％ 21.2％ 11.5％ 2.19 0.95
D―3．体育授業を通して、生徒がインターネットなどを利
用する際に、情報の信頼性やネット犯罪の危険性などを
理解し、情報を正しく安全に活用できるように指導する
ことができる
23.1％ 42.3％ 25％ 9.62％ 2.21 0.92
D―4．体育授業を通して、生徒が情報セキュリティに関す
る基本的な知識を身につけ、コンピュータやインター
ネットを安全に使えるように指導することができる
28.8％ 42.3％ 21.2％ 7.69％ 2.08 0.90
E　校務に
ICT を活
用する能
力
E―1．校務分掌や学級経営に必要な情報をインターネット
などで集めて、ワープロソフトや表計算ソフトなどを活
用して文書や資料などを作成することができる
7.69％ 30.8％ 36.5％ 25％ 2.79 0.92
E―2．教員間、担任生徒の保護者・地域の連携協力を密に
するため、インターネットや校内ネットワークなどを活
用して、必要な情報の交換・共有化を図ることができる
15.4％ 28.8％ 28.8％ 26.9％ 2.67 1.04
目で 17.3％から 26.9％で、平均は 23.2％であった。
それに対して、文部科学省委託事業「ICT 活用指
導力調査項目の改善に向けた調査研究」（2017）
の結果は、59.7％から 70.1％で、平均 64.8％であっ
た。他の調査分野と同様、保健体育は、全教科の
調査結果と比べるとその活用の割合が低い結果と
なった。
　次に、「D 体育授業を通して情報モラルなどを
指導する能力」について、「よくあてはまる（4
点）」及び「あてはまる（3 点）」を合計した割合は、
4 項目で 28.8％から 34.6％で、平均は 31.3％であっ
た。それに対して、文部科学省委託事業「ICT 活
用指導力調査項目の改善に向けた調査研究」
（2017） の 結 果 は、72.7％ か ら 81.1％ で、 平 均
78.4％であった。他の調査分野と同様、保健体育は、
全教科の調査結果と比べるとその活用の割合が低
い結果となった。
　最後に、「E 校務に ICT を活用する能力」につ
いて、「よくあてはまる（4 点）」及び「あてはま
る（3 点）」を合計した割合は、2 項目で 55.8％か
ら 61.5％で、平均は 58.7％であった。それに対し
て、文部科学省委託事業「ICT 活用指導力調査項
目の改善に向けた調査研究」（2017）の結果は、
76.2％から 85.6％で、平均 80.9％であった。他の
調査分野と同様、保健体育は、全教科の調査結果
と比べるとその活用の割合が低い結果となった。
　以上のことから、どの項目においても、全教科
の結果と比べるとその割合が低く、保健体育授業
における ICT 活用能力の向上が課題として考え
られる。特に、「C 体育授業で生徒の ICT 活用を
指導する能力」が著しく低く、保健体育の授業の
中で、生徒にいかに ICT を利用させていくかが
大きな課題である。他教科に比べ、運動などの活
動を中心に授業が展開されるため、運動量や運動
技能向上への取り組みの保証と ICT の使用の関
連をよく図っていくことが重要と考えられる。
3.2　運動部活動における ICT 使用について調査
　分析は、体育授業同様有効な回答が得られた
52 名を対象とした。分析対象者の担当競技指導
年数は、1―5 年が 37.0％（17 名）、6―10 年 19.6％（9
名）、11―15 年 15.2％（7 名）、16―20 年が 6.5％（3
名）、21―25 年が 32.2％（1 名）、26―30 年が 8.7％（4
名 ）、31―35 年 が 8.7％（4 名 ）、36 年 以 上 が
32.2％（1 名）であった。また、運動部活動にお
ける ICTの活用経験の調査の結果を表 7に示した。
ICT の活用した経験のあるものは、31 名で全体
の 59.6％であった。一方、ICT を「活用していな
い」は、40.4％（21 名）であった。この結果から、
体育の授業とは異なり、6 割近くしか、ICT を運
動部活動で使用していないことがわかった。本研
究の対象者は、運動部活動における ICT の活用
率は、まだまだ低く、ICT を活用できるよう考え
ていく必要がある。
3.2.1　運動部活動における ICT 機器使用の割合
　ICT 活用経験者がどのような機器を使用したか
について調査した結果を表 7 に示した。最も多い
使用頻度であった機器が、タブレット端末で
61.3％（19）、続いてスマートフォン 58.1％（18）、
ビ デ オ カ メ ラ 32.3％（10）、 ノ ー ト パ ソ コ ン
25.8％（8）、デジタルカメラ 16.1％（5）、デスク
トップパソコン 6.5％（2）、電子黒板、IC レコー
ダーは、誰も使用していなかった。
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表７　部活動における ICT 機器使用割合
（ICT 活用者31名）　　　　　
ICT 機器 割合 頻度
タブレット端末 61.3％ 19
スマートフォン 58.1％ 18
ビデオカメラ 32.3％ 10
ノートパソコン 25.8％ 8
デジタルカメラ 16.1％ 5
デスクトップパソコン 6.5％ 2
IC レコーダー 0.0％ 0
電子黒板 0.0％ 0
3.2.2　運動部活動における ICT 機器使用場面及
び使用した学習形態の割合
　ICT 機器の使用場面及び使用した学習形態の結
果を表 8 及び表 9 に示した。ICT 機器を使用した
場面での割合は、「練習場面」及び「試合場面」
どちらも、64.5％（20）であった。運動部活動に
おいて、練習や試合場面どちらにおいても、ICT
機器が有効であると考えられる。次に、ICT を使
用した学習形態の割合が高かったのは、「技術指
導場面」で 64.5％（20）、続いて「戦術指導」で
38.7％（12）、最後に「知識習得場面」は、22.6％
（7）であった。体育の授業と異なり、練習時間や
練習試合の機会なども多い状況が考えられ、ICT
を利用した技術指導や戦術指導が可能となるので
どちらの割合も高くなっている要因の一つと考え
られる。
3.2.3　運動部活動における ICT 機器を使用しな
い理由及び意欲の割合
　運動部活動において ICT 機器を使用しない理
由及び使用する意欲についての調査結果を表 10
及び表 11 に示した。
　その結果、利用しない理由として割合が高かっ
たのは、「機器を購入する予算がない」で 33.3％
（7）、続いて、「機器の使い方がわからない」で
19.0％（4）、次に「適した機器がない」及び「効
果が感じられない」で 14.3％（3）であった。運
動部活動において ICT 機器を使用する意欲に関
しては、「とても思う」及び「少し思う」を合わ
せると、75.1％（15）でかなり高い意欲を示す結
果となった。体育授業と異なり、使用しない理由
では、「機器を購入する予算がない」の割合が一
番高く、また、ICT 機器使用の意欲も高い。以上
のことから、その意欲を活かし、ICT 機器を整備
し、充実させていく必要がある。
3.2.4　運動部活動における ICT 活用能力
　運動部活動における ICT 活用能力の結果を表
12 に示した。「A 指導の準備・選手の状態の記録
などに ICT を活用する能力」について、「よくあ
てはまる（4 点）」及び「あてはまる（3 点）」を
合計した割合は、4 項目で 40.0％から 59.6％で、
平均は 49.4％であった。体育授業と状況とは異な
り直接比較はできないものの、比較すると、本研
究の体育授業における ICT 活用能力の結果では、
25.5％から 61.5％で、平均は 49.9％であった。「A 
指導の準備・選手の状態の記録などに ICT を活
用する能力」に関しては、ICT の活用する場面を
計画することに関しては、体育授業に比べ高い割
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表８　部活動における ICT 機器使用場面の割合
（ICT 活用者31名）　　　　　　　　
ICT 機器 割合 頻度
練習場面 64.5％ 20
試合場面 64.5％ 20
表９　部活動における ICT 機器使用指導形態の割合
（ICT 活用者31名）　　　　　　　　　　
ICT 機器学習形態 割合 頻度
技術指導場面 64.5％ 20
戦術指導 38.7％ 12
知識習得場面 22.6％ 7
表10　部活動における ICT 機器使用しない理由の割合
（ICT 非活用者21名）　　　　　　　　　　
ICT 機器 割合 頻度 
機器を購入する予算がない 33.3％ 7
機器の使い方が分からない 19.0％ 4
適した機器がない 14.3％ 3
効果が感じられない 14.3％ 3
機器の活用方法が分からない 9.5％ 2
表11　部活動における ICT 機器使用意欲の割合
（ICT 非活用者21名）　　　　　　　
ICT 機器 割合 頻度
少し思う 42.9％ 9
とても思う 28.6％ 6
あまり思わない 19.0％ 4
まったく思わない 9.5％ 2
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表12　部活動における質問項目と回答結果
調査分野 質　問　項　目 全然あてはまらない
少しあて
はまる
あて
はまる
よくあて
はまる 平均
標準
偏差
A　指導の準
備・選手の
状態の記録
などに ICT
を活用する
能力
A―1．運動部活動の成績をあげるために、どの場面にど
のようにして ICT を活用すればよいかを計画するこ
とができる
16％ 44％ 24％ 16％ 2.40 0.95
A―2．競技力向上のための情報を集めるために ICT を活
用することができる 15.4％ 25％ 38.5％ 21.2％ 2.65 0.99
A―3．運動部活動に必要なプリントや資料や器具等を作
成するために、ICT を活用することができる 21.2％ 21.2％ 46.2％ 11.5％ 2.48 0.96
A―4．ICT を活用して選手の技能・コンディション・成
績等を管理し集計することができる 26.9％ 32.7％ 32.7％ 7.69％ 2.21 0.94
B　運動部活
動の練習で
ICT を活用
して指導す
る能力
B―1．運動部活動で練習に対する選手の興味・関心を高
めるために ICT を活用することができる 17.6％ 29.4％ 39.2％ 13.7％ 2.49 0.95
B―2．運動部活動の練習で選手一人一人に課題意識をも
たせるために、ICT を活用することができる 13.5％ 26.9％ 40.4％ 19.2％ 2.65 0.95
B―3．運動部活動の練習でわかりやすく説明したり、選
手の思考や理解を深めさせたりするために ICT を活
用することができる
15.7％ 25.5％ 41.2％ 17.6％ 2.61 0.96
B―4．運動部活動の練習で試合前までに選手の知識や技
能の定着を図るために、ICT を活用して資料等を効果
的に提示することができる
17.3％ 28.8％ 38.5％ 15.4％ 2.52 0.96
C　運動部活
動の練習で
選手の ICT
活用を指導
する能力
C―1．運動部活動の練習で、選手が ICT を活用して情報
の収集・選択ができるように指導することができる 25％ 34.6％ 28.8％ 11.5％ 2.27 0.97
C―2．運動部活動の練習で、選手が ICT を活用して練習
日記等で自分の考えを文章にまとめられるように指導
することができる
36.5％ 34.6％ 23.1％ 5.77％ 1.98 0.92
C―3．運動部活動の練習で、選手が ICT を活用して技能
のポイント等を指導者に説明できるように指導するこ
とができる
30.8％ 40.4％ 23.1％ 5.77％ 2.04 0.89
C―4．運動部活動の練習で、選手が ICT を活用して繰り
返し練習して知識の定着や技能の習熟を図れるように
指導することができる
28.8％ 44.2％ 21.2％ 5.77％ 2.04 0.86
D　運動部活
動を通して
情報モラル
などを指導
する能力
D―1．運動部活動を通して、選手が情報社会への参画に
あたって責任ある態度と義務を果たし、情報に関する
自分や他者の権利を理解し尊重できるように指導する
ことができる
25％ 28.8％ 34.6％ 11.5％ 2.33 0.99
D―2．運動部活動を通して、選手が情報の保護や取扱に
関する基本的ルールや法律の内容を理解し、反社会的
な行為や違法な行為などに対して適切に判断し行動で
きるように指導する
21.2％ 26.9％ 36.5％ 15.4％ 2.46 1.00
D―3．運動部活動を通して、選手がインターネットなど
を利用する際に、情報の信頼性やネット犯罪の危険性
などを理解し、情報を正しく安全に活用できるように
指導することができる
21.2％ 30.8％ 36.5％ 11.5％ 2.38 0.95
D―4．運動部活動を通して、選手が情報セキュリティに
関する基本的な知識を身につけ、コンピュータやイン
ターネットを安全に使えるように指導することができ
る
23.1％ 34.6％ 30.8％ 11.5％ 2.31 0.96
E　チーム運
営に ICT を
活用する能
力
E―1．チーム運営に必要な情報をインターネットなどで
集めて、ワープロソフトや表計算ソフトなどを活用し
て文書や資料などを作成することができる
17.3％ 23.1％ 38.5％ 21.2％ 2.63 1.01
E―2．指導者間、選手の保護者・地域の連携協力を密に
するため、インターネット（SNS 含む）や部内ネッ
トワークなどを活用して、必要な情報の交換・共有化
を図ることができる
19.2％ 26.9％ 32.7％ 21.2％ 2.56 1.04
合を示しているが、平均では同様の傾向を示した。
　次に、「B 運動部活動の練習で ICT を活用して
指導する能力」について、「よくあてはまる（4
点）」及び「あてはまる（3 点）」を合計した割合は、
4 項目で 52.9％から 59.6％で、平均は 56.3％であっ
た。それに対して、本研究の体育授業における
ICT 活用能力の結果では、44.3％から 49.0％で、
平均は 45.4％であった。「B 運動部活動の練習で
ICT を活用して指導する能力」に関しては、体育
授業に比べ高い割合を示した。
　次に、「C 運動部活動の練習で選手の ICT 活用
を指導する能力」について、「よくあてはまる（4
点）」及び「あてはまる（3 点）」を合計した割合は、
4 項目で 26.9％から 40.4％で、平均は 31.3％であっ
た。それに対して、本研究の体育授業における
ICT 活用能力の結果では、17.3％から 26.9％で、
平均は 23.2％であった。「C 運動部活動の練習で
選手の ICT 活用を指導する能力」に関しては、
体育授業に比べ高い割合を示したものの、やはり
他の分野と比べて低い割合となった。
　次に、「D 運動部活動を通して情報モラルなど
を指導する能力」について、「よくあてはまる（4
点）」及び「あてはまる（3 点）」を合計した割合は、
4 項目で 42.3％から 51.9％で、平均は 47.1％であっ
た。それに対して、本研究の体育授業における
ICT 活用能力の結果では、28.8％から 34.6％で、
平均は 31.3％であった。「D 運動部活動を通して
情報モラルなどを指導する能力」に関しては、体
育授業に比べかなり高い割合いを示した。
　最後に、「E チーム運営に ICT を活用する能力」
について、「よくあてはまる（4 点）」及び「あて
はまる（3 点）」を合計した割合は、2 項目で
53.8％から 59.6％で、平均は 56.7％であった。そ
れに対して、本研究の体育授業における ICT 活
用能力の結果では、55.8％から 61.5％で、平均は
58.7％であった。「E チーム運営に ICT を活用す
る能力」に関しては、体育授業に比べ、少し低い
割合となったが、ほぼ同様の傾向を示した。割合
を示した。
　以上のことから、ほとんどの項目においても、
体育授業の結果と比べるとその割合が高く、体育
授業に比べ、ICT 活用されていることが考えられ
る。運動部活動においては、指導者も一つの競技
の指導を専門で行ってきており、競技特性なども
熟知していることから、技術指導や戦術指導への
ICT の活用も容易となっている可能性が考えられ
る。しかしながら、体育授業同様、「C 運動部活
動の練習で選手の ICT 活用を指導する能力」が
他の分野に比べその割合が低い。運動部活動の中
で、競技者にいかに ICT を利用させていくかが
課題である。
４．結　　論
　本研究では、保健体育授業における中等、高等
教育での ICT 活用方法、特に陸上競技の授業を
展開している教員における ICT 活用実態の把握、
ICT を用いた授業の効果、さらに、部活動におけ
る ICT の効果を明らかにする上で、質問紙を作
成し、それらについて調査検討した。対象者は、
調査協力を得られた群馬県内の中学校、高等学校
の陸上競技の授業を展開している中学校等及び高
等学校の保健体育科教員 52 名（中学校 1 名、高
等学校 51 名、男性 41 名、女性 11 名、平均年齢
39.24 歳）であった。
　その結果、以下のことが明らかとなった。
（1）保健体育の授業における ICT の活用状況は、
全体の 78.8％が活用していた。しかしながら、
ICT の活用能力は、全教科と比べて低い割合
であった。
（2）運動部活動における ICT の活用状況は、全
体の 59.6％が ICT を活用していた。一方で、
ICT の活用能力は、保健体育授業に比べ高い
割合であった。
　これらのことから、保健体育授業における ICT
の利用の割合は、高いとは言えない。この割合を
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高めるためには、ICT 機器を利用しない理由の結
果からも考えられる。その理由は、ICT 機器の使
い方がわからない、活用方法がわからないなどで
ある。ICT 機器の操作や準備の仕方及びその利用
方法などを理解する研修を設けるなどすることで、
ICT 機器の使用と割合を高めることが可能と考え
られる。また、運動部活動に関しては、ICT の活
用能力の割合は高いものの、ICT の活用の割合事
態は少ない。これも、ICT 機器を使用しない理由
から、ICT 機器が限られているなどの環境的な課
題も考えられる。環境面での充実が図れることで、
運動部活動での ICT の活用の割合も高まると考
えられる。
　今回調査した結果は、体育授業や運動部活動に
おける ICT の活用や使用に関する割合のみであっ
た。今後は、教職経験年数や競技指導経験年数な
どの差による ICT の活用状況についての検討や
運動種目や競技種目の特性に応じた ICT の効果
的な利用方法の検討などを明らかにしていく必要
があるだろう。
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